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町
が
好
き
、人
が
好
き
、み
ん
な
で
つ
く
る
町
が
一
番
好
き
 

今
も
と
め
ら
れ
る
米
づ
く
り
〜
地
域
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
〜 

―
2
 

窓
口
夜
間
業
務
が
始
ま
り
ま
す
―
3
 

石
川
町
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
　
パ
ー
ト
③

―
4
 

男
女
平
等
の
意
識
づ
く
り 

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
　
パ
ー
ト
③

―
5
 

街
か
ど
探
検
隊

―
6
 

こ
ん
に
ち
は
・
み
ん
な
の
広
場

―
8
 

町
史
編
纂
室
だ
よ
り 

ほ
か

―
10 
 

ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル 

ほ
か

―
11
 

元
気
に
な
る
い
い
話 

ほ
か

―
12
 

カ
レ
ン
ダ
ー 

ほ
か

―
13
 

小
さ
な
美
術
館 

ほ
か

―
14
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特　　集 FEATURE ARTICLES

石
川
町
地
域
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン 

今
、求
め
ら
れ
る
米
づ
く
り 

　

活
力
に
満
ち
た
た
く
ま
し
い
魅
力
あ
る
農
業
を
目
指
す
た
め
に
は
、
地
域
の
気
象
や
地
理
的

条
件
を
生
か
し
、
急
速
に
進
展
す
る
国
際
化
や
高
度
情
報
化
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
高

品
質
化
に
対
応
し
た
戦
略
的
な
農
産
物
の
生
産
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
将
来
の
農
業
・
農
村
を
守
っ
て
い
く
上
で
重
要
と
な
る
水
稲
に
お
い
て
、
農
業
者
が

一
体
と
な
っ
て
「
米
づ
く
り
の
本
来
あ
る
べ
き
姿
」
を
追
求
し
、「
売
れ
る
米
づ
く
り
」
の
実
現

の
た
め
様
々
な
取
組
み
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

目
指
す
将
来
方
向

本
来
あ
る
べ
き
米
づ
く
り
を

①
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
米
づ
く
り
と

し
て
、
主
食
用
の
ほ
か
加
工
用
（
酒
米
、

味
噌
、
醤
油
、
菓
子
等
）
に
も
対
応
で

き
る
多
様
な
価
格
帯
と
加
工
ニ
ー
ズ

に
適
し
た
米
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

②
産
地
間
競
争
に
勝
ち
抜
く
こ
と
の
で
き

る
足
腰
の
強
い
稲
作
を
実
現
す
る
た

め
、
農
地
集
約
に
よ
る
規
模
拡
大
を
図

る
と
と
も
に
、
ほ
場
整
備
実
施
地
区
等

に
お
い
て
は
、
効
率
的
な
栽
培
手
法
で

あ
る
直
播
栽
培
を
推
進
し
ま
す
。

③
安
全
・
安
心
な
米
づ
く
り
と
し
て
、
堆

肥
施
用
を
基
本
と
し
た
土
づ
く
り
に

努
め
、
減
農
薬
、
減
化
学
肥
料
に
取
り

組
む
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
を
育
成
し
、
特

別
栽
培
米
や
有
機
栽
培
米
な
ど
特
徴

あ
る
米
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

対
応
し
た
、
稲
、
麦
・
大
豆
・
そ
ば
、
野

菜
、
果
樹
、
花
き
、
飼
料
作
物
、
工
芸
作

物
等
の
導
入
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
品
質
の
向
上
・
定
着
を
図
る
た

め
、
実
需
者
と
生
産
者
が
一
体
と
な
っ
た
、

生
産
・
品
質
管
理
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
進

め
る
こ
と
に
よ
り
産
地
体
制
を
強
化
し
、

合
せ
て
、
地
産
地
消
と
食
農
教
育
、
グ
リ

ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

更
に
山
菜
、
木
炭
を
地
域
戦
略
作
物
と

位
置
付
け
、
新
た
な
生
産
・
流
通
体
制
を

確
立
し
、
地
域
農
業
所
得
の
向
上
を
目
指

し
ま
す
。

　

※
実
需
者
＝
問
屋
、
流
通
業
者
、
消
費

者
な
ど
実
際
に
農
産
物
等
を
購
入
す
る
者

　

中
山
間
地
域
で
は
土
地
利
用
率
が
低
い

状
況
に
あ
る
も
の
の
、
近
年
、
基
盤
整
備

を
契
機
と
し
て
水
田
を
汎
用
化
し
、
転
作

作
物
導
入
の
た
め
の
条
件
が
整
備
さ
れ
、

担
い
手
へ
の
土
地
利
用
集
積
も
進
展
し
て

き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
水
田
に

お
け
る
土
地
利
用
型
と
集
約
型
農
業
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
実
需
者

     

の
ニ
ー
ズ
に

※

水
田
利
用
の
将
来
方
向

作
物
振
興
及
び
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認
定
農
業
者
等
で
地
域
の
水
田
農
業
を

主
体
的
に
担
う
意
思
表
示
の
あ
る
農
業
者

を
担
い
手
と
し
て
位
置
付
け
、
効
率
的
か

つ
安
定
的
な
農
業
経
営
体
の
育
成
を
図
る

も
の
と
し
、
こ
れ
ら
農
業
経
営
体
の
確
保

が
困
難
な　

地
域
に
お
い
て
は
、
地
域
農

業
の
維
持
・
発
展
の
た
め
、
集
落
を
単
位

と
し
た
生
産
組
織
（
集
落
営
農
）
を
担
い

手
と
し
つ
つ
、
農
業
者
等
に
よ
る
ラ
イ
ス

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
受
託
組
織
に
よ
る
営
農

体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

特
に
、
集
落
営
農
に
つ
い
て
は
、
農
地

の
管
理
面
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
受
委
託
や
農
地
集
積
な
ど
組

織
的
な
協
業
経
営
化
及
び
法
人
化
を
推
進

し
ま
す
。

　

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
の
た
め
に
水
田
農

業
構
造
改
革
交
付
金（
産
地
づ
く
り
対
策
）

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

各
種
要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
①
〜
③

の
取
り
組
み
に
対
し
て
助
成
対
象
と
な
り
、

耕
作
者
、
受
託
者
、
委
託
者
が
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

①
米
の
生
産
調
整
の
推
進

　

加
工
用
米
出
荷
に
対
す
る
助
成
・
水
稲

直
播
栽
培
に
対
す
る
助
成
・
団
地
化
助
成

②
水
田
を
活
用
し
た
作
物
の
産
地
づ
く
り

の
推
進

　

地
域
振
興
作
物
作
付
け
に
対
す
る
助
成

③
水
田
農
業
の
構
造
改
革
の
推
進

　

作
業
委
託
料
に
関
す
る
助
成
・
利
用
権

設
定
に
対
す
る
助
成
・
飼
料
作
物
購
入
経

費
に
対
す
る
助
成
・
集
落
営
農
組
織
の
研

修
、
運
営
に
対
す
る
助
成

●
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は

　

産
業
振
興
課
農
政
係

　

�
２
６
―
９
１
２
６

　

Ｊ
Ａ
あ
ぶ
く
ま
石
川　

石
川
営
農
生
活

セ
ン
タ
ー

　

�
２
６
―
８
５
２
１

育
成
の
将
来
方
向

担
い
手
の
明
確
化
と

ビ
ジ
ョ
ン
実
現
に
向
け 

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す 

交
付
金
を 

ビ
ジ
ョ
ン
実
現
に
向
け 

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す 

交
付
金
を 

窓 口 の  
夜 間 業 務 を  
開 設 し ま す  
7月より毎週金曜日 

　町民の皆さんが利用しやすい窓口を目指すた
め、町では一部窓口の夜間業務を開始します。 
「住民票が欲しいが仕事を休めない」という方
など幅広くご利用ください。 
 
実施日　平成１６年７月２日より　 
　　　　毎週金曜日（祝日および１２月２９日～ 
　　　　１月３日は除く） 
時　間　午後５時１５分～午後７時まで 
取扱業務 
　◎戸籍・住民関係 
　　　　戸籍謄抄本の交付 
　　　　住民票写しの交付 
　　　　住基証明書の交付 
　　　　印鑑登録および印鑑証明書の交付 
　◎税関係 
　　　　納税証明書の交付 
　　　　所得証明書の交付 
　　　　資産証明書の交付 
　　　　納税相談 
 
※詳しくは、町民生活課（1２６－９１２０）税務課（1
２６－９１１７）までお問い合わせください。 
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石
川
町
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
　
パ
ー
ト
③ 

こ
ん
な
と
こ
ろ
に 

私
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー 

!? 

　

前
回
ま
で
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
概
要
と
方
向
性
を
説
明
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回

は
石
川
町
の
現
在
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
と
実
際
に
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
入
し
た

場
合
の
効
果
に
つ
い
て
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●石川町（２００１年）と全国（１９９９年）１世帯あたりのエネルギー消費量

　

本
町
に
お
け
る
１
世
帯
あ
た
り
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
は
、
全
国
平
均
よ
り
も
約

１
割
程
度
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
灯

油
の
消
費
量
が
３
倍
程
度
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
北
国
に
行
け
ば
行
く
ほ

ど
多
く
な
る
傾
向
に
あ
り
、
冬
期
間
の
暖

房
設
備
な
ど
に
か
か
る
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
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�


　

石
川
町
に
は
、
太
陽
が
さ
ん
さ
ん
と
降
り
そ
そ
ぎ
、

た
く
さ
ん
の
森
と
水
も
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
が
普
段
、当
た
り
ま
え
と
思
っ
て
い
る
自
然

の
恵
み
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
し
利
用
し
て
行
く
こ

と
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こんなにたくさん
のエネルギー資
源があったんだね！ 

石川町には、太陽も森も風も水も
あるわ。 
これからは、自然を上手に生かし
た新エネルギーねっ！ 

石川町は全国平均よ
りも、たくさんのエ
ネルギーを使ってい
たんだね 
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い
し
か
わ 

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
パ
ー
ト
③ 

男
女
が
共
に 

参
画
す
る
ま
ち
づ
く
り
を 

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
は
、
従
来
の
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
を
解
消
し
、

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
男
女
が
共
に
責
任
を
担
い
、参
画
で
き
る
環
境
を
整
備

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、こ
う
し
た
社
会
の
要
請
に
も
関
わ
ら
ず
政
治
や
行
政
な
ど
の
公
的
分
野
を
は

じ
め
、産
業
分
野
や
各
種
団
体
に
お
け
る
政
策
方
針
や
意
思
決
定
の
過
程
に
お
い
て
の
女

性
の
参
画
は
十
分
で
は
な
く
、リ
ー
ダ
ー
や
役
員
等
の
ほ
と
ん
ど
を
男
性
が
占
め
て
い
る

な
ど
、
男
性
優
位
の
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
女
性
の
主
体
性
を
奪
う
と
と
も
に
、
女
性
が
社
会
参
画
に
消
極
的
に
な

っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、社
会
に
お
け
る
制
度
や
慣
行
を
見
直
す
こ
と
で
不
合
理
な
性
別
役
割
分
担
意

識
を
解
消
し
、あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
男
女
が
と
も
に
参
画
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

ま
た
、
女
性
自
身
が
自
覚
を
持
ち
発
信
す
る
能
力
や
知
識
を
高
め
、
様
々
な
社
会
の
活

動
に
参
加
・
参
画
し
自
ら
の
意
見
を
社
会
に
反
映
さ
せ
る
力
を
つ
け
る
こ
と
は
、
女
性
自

身
の
意
識
の
高
揚
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、女
性
の 
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト 
に
つ
な
が
る
施
策
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

※

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

※
自
ら
意
識
と
能
力
を
高
め
、政
治
的
、経
済
的
、社
会
的
及
び
文
化
的
に
力
を
持
っ
た
存
在
と
な
る
こ
と
。

政策・方針決定過程等への政策・方針決定過程等への
男女共同参画の促進男女共同参画の促進

男女共同参画社会の実現には、女性が政策・方針決定の　男女共同参画社会の実現には、女性が政策・方針決定の
場に同等に参画することが重要であることから、女性の意場に同等に参画することが重要であることから、女性の意
見や価値観が十分に反映されるよう、政策や方針決定過程見や価値観が十分に反映されるよう、政策や方針決定過程
への女性の参画を進めるための施策を推進します。への女性の参画を進めるための施策を推進します。
①町の審議会・委員会など意思決定過程への①町の審議会・委員会など意思決定過程への
女性参画の促進　女性参画の促進
町政に女性の意見を反映させることを目的として、構成　町政に女性の意見を反映させることを目的として、構成
員の男女比率に配慮し、審議会、委員会などの意思決定過員の男女比率に配慮し、審議会、委員会などの意思決定過
程への女性参画に努めます。程への女性参画に努めます。
②政治分野への女性参画の促進②政治分野への女性参画の促進
女性の政治への関心を高め、参画意欲の向上を図るため、　女性の政治への関心を高め、参画意欲の向上を図るため、
政治や選挙制度に関する情報をあらゆる機会をとおして提政治や選挙制度に関する情報をあらゆる機会をとおして提
供し、制度理解と意識の啓発を促進します。供し、制度理解と意識の啓発を促進します。
③町・企業・団体等の意思決定過程への女性参画の促進③町・企業・団体等の意思決定過程への女性参画の促進
町が地域における男女共同参画の先導役として、意思決　町が地域における男女共同参画の先導役として、意思決
定過程への女性の参画を積極的に進め啓発を図るとともに、定過程への女性の参画を積極的に進め啓発を図るとともに、
あらゆる職場等での女性参画の推進を図ります。あらゆる職場等での女性参画の推進を図ります。

地域社会・家庭における地域社会・家庭における
男女共同参画の促進男女共同参画の促進

　地域活動地域活動や家庭生活での様々な分野において、男女がとや家庭生活での様々な分野において、男女がと
もに自主的に参加することが重要であり、また地域でのつもに自主的に参加することが重要であり、また地域でのつ
ながりや豊かなまちづくりを進めるため、これまで参画しながりや豊かなまちづくりを進めるため、これまで参画し
にくかったり関心を持たなかった層の地域活動への参加をにくかったり関心を持たなかった層の地域活動への参加を
促進する条件整備や環境整備を進めます。促進する条件整備や環境整備を進めます。
①地域社会における男女共同参画のための条件整備①地域社会における男女共同参画のための条件整備
地域社会において、男女がともにボランティア活動や生活地域社会において、男女がともにボランティア活動や生活
に密着した活動等を行うことのできる条件を整え、地域社に密着した活動等を行うことのできる条件を整え、地域社
会で自らの能力を発揮できる環境づくりに取り組みます。会で自らの能力を発揮できる環境づくりに取り組みます。
②女性が主体的に行う地域活動への支援②女性が主体的に行う地域活動への支援
女性が主体的に行っている地域活動に対し、地域団体間の女性が主体的に行っている地域活動に対し、地域団体間の
交流や情報交換を促進するとともに、女性の人材育成を目交流や情報交換を促進するとともに、女性の人材育成を目
的とした女性リーダー養成講座などの学習機会を提供し、的とした女性リーダー養成講座などの学習機会を提供し、
女性の社会参加を推進するための意識啓発を促進します。女性の社会参加を推進するための意識啓発を促進します。
③家庭生活における男女共同参画の推進③家庭生活における男女共同参画の推進
家事・育児・教育・介護等の家庭責任は、男女が協力し　家事・育児・教育・介護等の家庭責任は、男女が協力し
合いながら相互が担うという認識を浸透させるための啓発合いながら相互が担うという認識を浸透させるための啓発
活動、子育てや介護などに関する情報提供や学習機会の充活動、子育てや介護などに関する情報提供や学習機会の充
実を図ります。実を図ります。



・・・ 
身近に行われている 

楽しいイベントや 

明るい話題などを 

役場総務課まで 

お寄せください。 
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５
月
９
日
、
塩
沢
の
禿
山
温
泉
・
立
正
館
駐

車
場
を
会
場
に
、第
３
回
禿
山
つ
つ
じ
祭
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
曇
り
空
の
少
し
肌
寒

い
陽
気
で
し
た
が
、町
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の

人
が
訪
れ
、満
開
の
つ
つ
じ
の
も
と
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
な
ど
に
舌
鼓
を
う
ち
な
が
ら
大
槻
み
か

さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

つ
つ
じ
祭
は
、
地
元
塩
沢
行
政
区
な
ど
を

中
心
と
し
た
実
行
委
員
会（
鈴
木
紘
一
委
員

長
）
で
主
催
さ
れ
、
長
年
立
正
館
（
曲
山

晴
次
社
長
）
が
手
入
れ
し
て
い
た
つ
つ
じ

を
活
用
し
、
地
域
の
観
光
開
発
に
役
立
て

よ
う
と
行
っ
て
い
ま
す
。

満
開
の
な
か

禿
山
つ
つ
じ
祭
が
開
催

　

５
月　

日
の
野
木
沢
小
学
校
を
皮
切
り

１５

に
、
７
つ
の
小
学
校
で
運
動
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

５
月　

日
は
、
石
川
小
学
校
、
沢
田
小
学

２２

校
、
母
畑
小
学
校
、
中
谷
第
一
小
学
校
、
南

山
形
小
学
校
、　

日
は
山
形
小
学
校
で
開
催
。

２３

　

沢
田
小
学
校
で
は
、
午
前
８
時　

分
か
ら

３０

同
校
の
校
庭
で
児
童
、
保
護
者
、
卒
業
生
な
ど

多
数
参
加
し
、　

種
目
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

２９

　

あ
い
に
く
の
曇
り
空
で
し
た
が
、
児
童
、
保

護
者
、先
生
み
ん
な
が
参
加
し
た
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
運
動
会
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。 子

ど
も
た
ち
の
歓
声
響
く

小
学
校
で
運
動
会

　

５
月　

日
、石
川
自
動
車
教
習
所
に
お
い
て

１０

新
入
学
児
童
を
対
象
に
交
通
安
全
教
室
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
教
室
は
石
川
青
年
会
議

所
（
深
谷
洋
一
郎
理
事
長
）
主
催
で
毎
年
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
と
な
り
ま
し
た
が
、

児
童
た
ち
は
、
同
教
習
所
の
練
習
コ
ー
ス
で

交
通
安
全
母
の
会
や
交
通
教
育
専
門
員
ら
の

指
導
を
う
け
な
が
ら
安
全
な
道
路
の
横
断

の
仕
方
な
ど
体
験
学
習
し
ま
し
た
。ま
た
警

察
犬
が
左
右
を
確
認
し
て
横
断
歩
道
を
渡

る
お
手
本
や
パ
ト
カ
ー
の
説
明
に
目
を
輝

か
せ
な
が
ら
楽
し
く
交
通
安
全
を
学
び

ま
し
た
。

交
通
事
故
を
防
ご
う

新
入
学
児
童
、交
通
安
全
教
室
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５
月　

日
東
京
都
中
央
区
箱
崎
町
か
ら

２３

箱
崎
ク
ラ
ブ
（
土
田
ミ
ヨ
子
代
表
）
が
都

市
と
農
村
の
交
流
を
深
め
る
た
め
来
町
し

ま
し
た
。
一
行
は
町
内
の
温
泉
に
二
泊
し
老

人
ホ
ー
ム
を
訪
問
、
歌
や
踊
り
な
ど
で
交
流

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
光
福
村
（
吉
田
常
一
代
表
）
の
協

力
を
得
て
農
作
物
の
畑
や
作
業
の
様
子
を
見

学
、安
全
で
美
味
し
い
作
物
生
産
の
苦
労
話
な

ど
を
聞
き
感
激
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、昨
年
行
わ
れ
た
箱
崎
ま
つ
り
で
光

福
村
な
ど
が
野
菜
や
、特
産
品
を
販
売
し
好
評

を
得
た
こ
と
で「
石
川
町
の
温
泉
へ
行
っ
て
み

た
い
」
と
交
流
が
実
現
し
た
も
の
で
す
。

東
京
・
箱
崎
よ
り

都
市
と
農
村
交
流

　

６
月
４
日
母
畑
浄
水
場
に
お
い
て
水
道
水

の
安
全
を
願
っ
て
「
水
神
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

６
月
１
日
か
ら
の
水
道
週
間
に
併
せ
て
水

道
事
業
所
職
員
や
水
道
協
会
員
が
安
全
を
祈

願
し
ま
し
た
。

　

水
道
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
を
支
え
る

重
要
な
も
の
で
あ
り
毎
日
皆
さ
ん
の
も
と
に

届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
暑
く
な
り
水
を
多
く
使
用
す

る
時
期
に
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
限
り

あ
る
資
源
「
水
」
に
つ
い
て
も
う
一
度
考

え
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

水
道
水
の
安
全
を
願
っ
て

水
神
祭

　

５
月　

日
、福
島
県
Ｇ
Ｇ
協
会
県
中
支
部
グ

２８

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
母
畑
レ
ー
ク
サ
イ

ド
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

県
中
か
ら
石
川
町
２
６
名
を
含
む
９
協
会
３

５
７
名
が
参
加
、
開
会
式
で
三
森
延
治
さ
ん

（
中
田
）
の
力
強
い
選
手
宣
誓
で
幕
を
あ
け

ま
し
た
。

　

絶
好
の
競
技
日
和
に
恵
ま
れ
て
、
選
手
の

皆
さ
ん
は
競
技
の
結
果
ば
か
り
で
な
く
、地

域
間
の
交
流
、
健
康
増
進
、
相
互
の
親
睦

を
深
め
な
が
ら
一
日
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

３
５
７
選
手
が
集
ま
り

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
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職
業
▽
沢
田
に
あ
る
東
北
工
業
で
働
い
て
い

ま
す
。

今
、
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
は
何
で
す
か

入
社
し
て
３
年
目
な
の
で
、
さ
ら
に
技

術
が
向
上
す
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。将

来
の
夢
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

明
る
く
、
い
つ
も
笑
顔
の
た
え
な
い
家

庭
を
持
ち
た
い
で
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
な
ん
で
す
か

も
っ
と
活
性
化
し
、
住
み
や
す
い
町
を

望
み
ま
す
。

最
後
に
理
想
の
女
性
の
タ
イ
プ
は

思
い
や
り
が
あ
り
、
優
し
く
し
っ
か
り

し
て
い
る
人
。

次
回
は
、
前
田
さ
ん
の
紹
介
で

江
尻　

千
鶴
さ
ん
で
す
。

お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

子
ど
も
は
１
人
授
か
り
、
孫
が
３
人
に

な
り
ま
し
た
。

結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を
聞
か
せ

５０

て
く
だ
さ
い

私
た
ち
は　

年
５
月
に
結
婚
。
共
働
き

２８

だ
っ
た
た
め
�
カ
ギ
っ
子
�
の
息
子
に

は
か
わ
い
そ
う
な
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
現
在
は
、
孫
た
ち
と
テ
レ
ビ
を
見
た
り

本
を
読
ん
だ
り
楽
し
く
生
活
し
て
い
ま
す
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

朝
吉
さ
ん　

植
木
の
手
入
れ
と
渓
流

釣
り
で
す
。

リ
ン
さ
ん　

庭
の
草
花
の
手
入
れ
で
す
。

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教

え
て
く
だ
さ
い

今
出
川
と
北
須
側
の
両
岸
に
沿
っ
て

咲
き
ほ
こ
る
桜
並
木
が
好
き
で
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

河
川
敷
を
散
歩
で
き
る
遊
歩
道
や
お

花
見
の
で
き
る
広
場
を
整
備
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
行
財
政
改
革
、
市
町
村

合
併
を
早
急
に
行
い
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

住所／松木下

真田　朝吉さん（７６歳）
　　　リンさん（７６歳）

成亀
前田　和俊さん
（20歳）
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聞 い て み ま し た 町 の 声 

「私のふるさと」は、町外から石川町に
来られた方々を紹介していきます。６
地区を巡回し、みなさんの生まれ育っ
たふるさとの思い出、石川町の印象な
どをお聞きしています。登場したい方は、
総務課広報広聴係までご連絡ください。 

栃
木
県
足
利
市 
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◆あなたの故郷はどんな所ですか
　栃木県の南端に位置し、東に佐野市、西
は群馬県桐生市、渡良瀬川の清流や緑の山
並みなど、東の小京都とよばれる豊かな自
然に恵まれた、歴史と伝統のある人口約１６
万人の栃木県足利市です。
　足利市には、日本最古の学校といわれる
史跡足利学校や、足利氏ゆかりの鑁阿寺
（ばんなじ）をはじめ、数多くの文化遺産
が残されています。古くから織物のまちと
して知られていますが、近年はアルミや機
械金属、プラスチック工業などを中心に、
総合的な商工業都市になっています。
◆いつ、石川町に来ましたか
　昭和５７年に来ました。
◆石川町の印象は
　山々が美しく緑のにおいがしました。
また、足利市は大変風が強く舗装されてい
ない道路を歩いていると、吹き飛ばされた
砂が足にあたり痛い思いをしましたが、石
川町は風も弱く気候も穏やかですごしや
すいと思います。
◆町政に望むことは何ですか
　通学路がせまく車が行き交い大変危険
です。歩道を確保するなど子供たちの安全
を守っていただきたいと思います。

●
今
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か

　

平
成
９
年
に
、
母
畑
で
開
い
て
い
た
『
か
ん
の

薬
局
』
を
、
石
川
町
新
町
に
『
し
ん
ま
ち
調
剤
薬

局
』
と
し
て
移
転
し
た
の
を
機
に
、
医
療
機
関
の

処
方
箋
の
調
剤
、
漢
方
薬
の
相
談
な
ど
、
か
か
り

つ
け
の
薬
局
、在
宅
介
護
相
談
薬
局
と
な
れ
る
よ

う
努
力
し
て
い
ま
す
。

●
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
か

　

春
は
『
北
須
川
、
今
出
川
沿
い
の
桜
並
木
』
夏

は
（
昨
年
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
）

『
花
火
大
会
』
秋
は
『
秋
ま
つ
り
（
石
都
々
古
和

気
神
社
例
大
祭
）』
冬
は
『
北
須
川
沿
い
の
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
』そ
れ
ぞ
れ
の
四
季
を
実
感
さ
せ

て
く
れ
る
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
が
大
好
き
で
す
。
桜

並
木
は
「
サ
ラ
イ
」
と
い
う
雑
誌
に
紹
介
さ
れ
ま

し
た
が
、
秋
ま
つ
り
な
ど
も
雑
誌
に
紹
介
さ
れ
、

多
く
の
人
が
見
に
来
て
く
れ
る
と
よ
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
こ
れ
ら
の
行
事
は
、維
持
が
大
変
だ

と
思
い
ま
す
が
、い
つ
ま
で
も
続
い
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

●
ど
ん
な
将
来
を
望
み
ま
す
か

　

石
川
町
役
場
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に『
ぐ
る
り
石

川
散
歩
道
』
と
出
て
い
ま
す
が
、
今
は
忘
れ
さ
ら

れ
て
い
る
、
母
畑
な
ら
『
母
恋
観
音
』・『
雷
神

様
』と
か
ち
ょ
っ
と
し
た
散
歩
や
運
動
に
な
る
よ

う
な
、小
さ
な
名
所
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
ら
の
看
板
や
地
図
を
つ
く
れ
ば
、子
供

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、も
っ
と
外
に
出
て
楽
し
め

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
『
水
』
で

す
。
石
川
町
の
水
道
水
は
ま
ず
く
て
高
い
で
す
。

家
で
も
学
校
で
も
、ど
こ
で
も
安
心
し
て
お
い
し

い
水
道
水
が
飲
め
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
個
々
の
努
力
だ
け
で
は
無

理
な
の
で
し
ょ
う
か
？

心
か
ら�
石
川
町
が
好
き
で
す
！
�と
言
え
る
よ
う
に

▲周りの景色も楽しめる母恋観音

湯郷渡字米子平湯郷渡字米子平

城野みどり城野みどりさんさん

母畑字樋田 菅野　智子さん
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編
纂
室
だ
よ
り 

83

　

石
川
町
の
財
政
再
建
団
体
に
つ
い
て
３
回
に
わ
た
り
経
過
を
報
告
し
ま
し

た
。
最
終
回
の
今
回
は
、
福
島
県
地
方
課
編
『
市
町
村
財
政
再
建
の
記
録
』（
昭

和　

年
、
以
下
『
再
建
記
録
』
と
す
る
）
か
ら
、
昭
和　

年
に
二
度
目
の
財
政

４０

３０

再
建
を
終
え
た
わ
が
町
が
、
ど
の
よ
う
な
財
政
状
況
だ
っ
た
の
か
を
見
て
み
ま

し
ょ
う
。

　
『
再
建
記
録
』
に
は
、「
再
建
完
了
後

の
財
政
運
営
は
余
り
芳
し
い
も
の
で
な

く
、
僅
か
な
積
立
金
を
と
り
く
ず
す
な

ど
し
て
、
苦
し
い
収
支
決
算
を
行
っ
て

い
る
。
こ
の
理
由
は
、
町
の
財
政
構
造

上
、
人
件
費
、
物
件
費
の
消
費
的
経
費

の
比
重
（
経
常
一
般
財
源
充
当
率
）
が

　

・
３
％
の
高
率
を
占
め
、
た
め
に
財

７２政
の
弾
力
的
な
運
営
が
不
可
能
と
な
っ

て
い
る
た
め
で
あ
る
。

こ
の
傾
向
は
類
似
団

体
と
比
較
し
、
一
段

と
財
政
構
造
の
弾
力

性
に
欠
け
た
（
類
似

団
体
は　

・
４
％
）

６８

も
の
に
な
っ
て
い

二
回
あ
っ
た
町
の
財
政
再
建
団
体
指
定 
�

当
時
の
財
政
状
況

る
。」
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

当
時
の
石
川
町
は
、
人
件
費
、
物
件
費

等
の
消
費
的
経
費
の
占
め
る
割
合
が
高

く
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
強
い
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
覗
え
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
現
在（
平
成　

年
度
予
算
）

１６

の
消
費
的
支
出
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。

　

役
場
庁
舎
等
建
設
基
金
な
ど
か
ら
の

繰
入
金
を
除
い
た
一
般
財
源
充
当
率
は

　

・
９
％
と
再
建
当
時
と
同
程
度
の
数

７１値
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
過
去

に
は
少
な
か
っ
た
福
祉
や
環
境
行
政
の

た
め
の
扶
助
費
や
補
助
費
等
が
増
大
し

て
い
る
な
ど
、
行
政
内
容
が
変
化
し
て

い
る
の
も
一
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、『
再
建
記
録
』
は
ど
の
よ
う

な
処
方
箋
を
書
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。

　
「
今
後
の
財
政
運
営
を
行
う
に
あ
た

り
、
消
費
部
門
に
属
す
る
経
費
の
徹
底

的
な
節
減
を
図
る
一
方
、
町
の
行
政
水

準
を
高
め
る
た
め
、
投
資
的
経
費
（
道

路
・
消
防
施
設
・
学
校
等
）
の
充
実
を

は
か
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
将
来
の

弾
力
的
な
財
政
運
営
を
は
か
る
た
め
積

立
金
（
基
金
）
を
積
み
立
て
、
さ
ら
に

税
収
入
等
歳
入
の
徴
収
率
の
向
上
を
も

は
か
る
べ
き
で
あ
る
。」と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
を
歴
史
の
教
訓
と
し
て
学

び
、
本
連
載
を
終
わ
り
ま
す
。

現
在
の
財
政
状
況

財
政
運
営
の
方
向

▲矢内善貞第３代議長
（昭和３４．４～３８．９）

　

家
庭
教
育
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
る
中
、
近
い
将
来
親
と
な
る

世
代
の
中
高
生
が
家
庭
教
育
に
つ
い
て
学
び
、
子
ど
も
と
関
わ
る
機

会
を
持
つ
こ
と
は
大
切
で
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
今
年
度
の
家
庭
教
育
事
業
と
し
て
、
子
育
て
や

育
児
に
悩
む
親
へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
づ
く
り
へ
の
支
援
と
家
庭
・
地

域
社
会
の
教
育
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
中
高
生
が
子
育
て
経

験
者
と
の
交
流
や
幼
い
子
ど
も
た
ち
に
触
れ
合
う
機
会
を
通
し
て

学
ぶ
「
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修
会
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

家
庭
教
育
の
大
切
さ
や
子
ど
も
の
発
達
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
だ

り
、
保
育
所
で
子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合
う
な
ど
、
講
義
や
実
習
を
通

し
な
が
ら
子
育
て
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
の
で
、
将
来
の
進
路
等
を
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
関
心
あ
る
方

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

�
実
施
期
間

　

７
月
下
旬
か
ら　

月
ま
で
の

１２

主
と
し
て
土
曜
日

　

全
７
回
予
定

�
参
加
申
込
等
詳
細
に
つ
い
て

は
、「
中
央
公
民
館
だ
よ
り
７

月
号
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
お
問
い
合
わ
せ
先

　

石
川
町
中
央
公
民
館

　
（
�　

―
２
５
６
６
）

２６ 家
庭
教
育
推
進
事
業

（
親
育
て
・
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業
）

石
川
町
教
育
委
員
会

「
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

研
修
会
」を
開
催
し
ま
す
。
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暮らしの豆知識 
みんなで 
エコライフ 

家
庭
・
オ
フ
ィ
ス
で
で
き
る
 

省
エ
ネ
18
の
提
案
 

●
住
宅
の
長
寿
命
化

　

わ
が
国
の
住
宅
は
平
均
寿
命
が　

年
と
他
の

２６

先
進
国
と
比
較
し
て
極
め
て
短
い
の
が
特
徴
で

す
。
住
宅
の
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
は
地
球
の
環

境
保
全
の
た
め
に
重
要
で
す
。
で
は
ど
う
す
れ

ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　

例
え
ば
、
建
物
の
所
有
者
や
家
族
構
成
の
変

化
に
対
応
し
て
間
仕
切
り
の
変
更
が
で
き
る
よ

う
に
設
計
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
給
配
水
管

な
ど
建
築
設
備
配
管
は
建
物
全
体
よ
り
も
寿
命

が
短
い
で
す
か
ら
、
建
築
設
計
の
更
新
を
し
や

す
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

●　

室
内
環
境
に
や
さ
し
い
住
宅

　

快
適
に
く
ら
す
に
は
、
住
宅
に
使
用
さ
れ
る

建
材
が
有
害
な
化
学
物
質
を
出
さ
な
い
こ
と
や
、

断
熱
や
換
気
の
不
具
合
か
ら
カ
ビ
が
室
内
に
発

生
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
例

え
ば
、
建
物
の
外
側
に
断
熱
を
施
す
「
外
断
熱

工
法
」
は
結
露
が
生
じ
に
く
い
こ
と
か
ら
カ
ビ

の
発
生
防
止
に
は
有
効
で
、
建
物
自
体
を
長
持

ち
さ
せ
る
方
法
で
す
。

●　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅

　

住
宅
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
変
化
、
快
適
性
の
追
及
な
ど
に
よ
り
増
加

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
住
宅
に
断
熱
を

施
し
た
り
、
そ
の
土
地
の
風
向
き
を
考
慮
し
て

窓
を
設
け
た
り
、
冬
は
太
陽
熱
を
住
宅
内
に
取

り
込
む
よ
う
に
南
面
に
窓
を
設
け
る
こ
と
も
大

切
で
す
。
夏
は
う
ま
く
日
射
を
遮
る
よ
う
に
ひ

さ
し
な
ど
を
工
夫
す
る
こ
と
も
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
な
が
り
ま
す
。
も
っ
と
積
極
的
に
太
陽
熱

を
利
用
し
て
給
湯
や
暖
房
を
行
う
、
太
陽
電
池

を
屋
根
に
設
置
し
て
太
陽
光
発
電
を
行
う
な
ど

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
も
環
境
に

や
さ
し
い
住
宅
造
り
に
な
り
ま
す
。

　「ハッピースマイル」では、１歳
から３歳までのお子さんの写真を
募集しています。 
　応募方法は、お子さんの写真、名前、
誕生日、電話番号を明記して、封書
で役場総務課広報広聴係までお便
りください。後日担当が撮影にお伺
いします。応募多数の場合は、掲載
できない場合もありますのでご了
承願います。 

ハッピー
　スマイル

中野字杉内
平成１４年１１月１０日生まれ
正美さん・祐子さんの長女

「たんぽぽの花のように可愛らしい笑顔で、これか
らも元気いっぱいのびのびと育ってください！」

赤羽字韮草
平成１３年３月３０日生まれ
徹さん・奈穂さんの長女

「これからもお友達といっぱい遊んで、いっぱ
い笑って、大きく明るく元気良く育ってね！」

近
内　
 
晴 
香
   

ち
ゃ
ん

は
る 
か

中
島　
 
美 
桜
   

ち
ゃ
ん

み 
お
う

�
�
�
�
�
�
�
�
	

58

給
湯
器
の
温
度
を

給
湯
器
の
温
度
を

低
く
し
ま
し
ょ
う
！

低
く
し
ま
し
ょ
う
！

給
湯
温
度
を
高
め
に
設
定
し
て
い
ま
せ
ん

か
？
炊
事
や
お
風
呂
に
使
用
す
る
お
湯
の
温

度
を
夏
場
は
低
く
し
ま
し
ょ
う
。
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「みんなで地域づくり」�

　ぼけ予防は６５～７５歳といわれ

たりします。それは若いうちか

ら「脳を活性化するようなこと

をはじめましょう…」というこ

となのですが、６０歳で定年を迎

え、毎日の生活の中で目標を失

うとか、心から楽しいとかやり

がいを感じる機会が少ないなど

という人は要注意です。いまま

でできなかったボランティア活

動や趣味、芸術活動（鑑賞も）、

仲間づくりなど何でもいいと思

います。一人でするのではなく

人と交じわることが大切です。

人生これからが豊かさを感じ、

充実していく時間になっていく

のかもしれません。

若い人が忙しいので、家事も役

割も一手に引き受けざるを得な

い方もいるとおもいますが、実

はそのことも今は体にも心にも

いいことなのかもしれません。

楽しんでこなしていくことのほ

うがいいですね。たとえば、台

所仕事も交代すると、立ってい

る時間が一日で４時間くらい減

ってしまうことになります。実

はこの台所仕事がいい体力保持

になっているということもあり

ます。「生涯現役」の気持ちで、

続けていくことがとても大切で

す。

��������	
�����

保険証が使えないとき

　次のようなときは国保の給付が受けられません。
全額自己負担になります。

　病気とみなされないもの　　　　　　
�健康診断、人間ドック、集団検診
�予防注射
�正常な妊娠、出産
�歯列矯正
�美容整形
�経済上の理由による妊娠中絶

他の保険が使えるとき
�仕事上の病気やけが
　（労災保険の対象となります）
�以前勤めていた職場の
　保険が使えるとき

　国保の給付が制限されるとき　　
�犯罪を犯したときや故意による病気やけが
�けんかや泥酔による病気やけが
�医師や保険者の指示に従わなかったとき

保険診療の対象とならないもの
�患者の希望により受けた保険外診療
�入院したときの室料差額（差額ベット代）
�歯科診療で、特殊材料等を使用したときの「差額
診療」や「自由診療」

　体を動かすことは体力の向上となり、生活に必要な筋肉を
蓄えるために大切です。さらに、きちんと１日３回腹八分目
の食事で、病気予防にもつながります。
　運動はするけれど、足がだるくなり疲れが取れないという
場合は、体の中に乳酸という疲労物質がたまっていますので、
早めに疲れを解消することが大切です。
　食べ物では、古来より調味料として使われている「お酢」
が疲労回復に活躍します。お酢の主成分「酢酸」が体の中で「ク
エン酸」に変わって、乳酸が増えるのを抑えてくれます。運
動後に、なるべく早くお酢の入った飲み物などを飲むと、疲
れ知らずの毎日が送れます。お酢に適度な糖分を加えて飲む
とより効果的です。
　そのほか、普段から酢の物や寿司だけでなく、脂身の多い
肉や魚の煮物、スープなどにも入れてみてはいかがでしょう
か。サッパリとした味付けで塩分も控えめにできます。

―基本のお酢ドリンク―
　　　　　水　　　　　　　　　２５０cc
　　　　　お酢　　　　大さじ１（１５cc）
　　　　　はちみつ　　大さじ１（１５cc）
　　　　◎お酢はりんご酢、黒酢、玄米酢などいろんな種類
　　　　　がありますので、いろいろ試してみてください。
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こんにちは
赤ちゃん

お くやみ

7月 ● July
老人福祉センター

山橋地区特設コース

中島病院

クリスタルパーク石川
町民グラウンド
ひらた中央病院
保健センター

役場分庁舎
保健センター
保健センター

町民グラウンド
クリスタルパーク石川
中島病院

老人福祉センター
石川町役場
保健センター
保健センター

心配ごと相談（１０：００～）

第３回全日本実業団サイクルロー
ドレース in 石川（１０：００～）
在宅当番医
海の日
山形地区スポーツ大会（８：３０～）
県下少年野球大会（９：００～）
在宅当番医
すくすく教室（９：３０～）
土用の丑
オーストラリア研修結団式
離乳食教室（９：１５～）
３歳児健診（１３：３０～）

東日本１部野球大会（９：００～）
第３１回石川地区親子スポーツ祭（８：００～）
在宅当番医

オーストラリア研修（８/５まで）
心配ごと相談（１０：００～）
交通事故相談（１０：００～）
三種混合（１２：３０～）
１歳児健診（９：３０～）

�
�
�

�

�
�

�
�
�
�

�
�

�

�
�
�

16
17
18

19

20
21

22
23
24
25

26
27

28

29
30
31

固定資産税（２期分）
介護保険料（１期分）
国民健康保険税（１期分）

住 所保 護 者氏 名

遠藤　 瑠  衣  （正　勝・貴　子） 中　田
る い

渡辺　 楓  果  （茂　幸・美智子） 境ノ内
ふう か

上田　　 葉  （智　之・裕　子） 下　泉
よう

根本　 涼  成  （浩　二・初　恵） 坂　路
りょう せい

長谷川 結  生  （信　光・明　美） 曲　木
ゆ い

山形　 綾  音  （和　彦・久　美） 中　野
あや ね

小松　　 蒼  （　睦　・亜沙子） 轡　取
あおい

湯澤　 拓  未  （　満　・直　子） 南山形
たく み

小針　 夢  加  (　誠　･麻由子 ) 双　里
ゆめ か

西牧　　 蓮  ( 健二郎 ･みゆき ) 長久保
れん

西牧　 匠  眞  ( 賢　宏 ･さゆり ) 石　塚
しょう ま

鈴木　 優  麻  ( 春幸 ･加奈子 ) 当　町
ゆ ま

堀江　　 秀  (　昭　･まり子 ) 塩　沢
しゅう

斎藤　 彩  花  (　明　･絵　梨 ) 猫　啼
あや か

須藤　　 麗  ( 浩　樹 ･和　代 ) 屋敷入
らい

円谷　 美  雨  ( 幸　治 ･絵　梨 ) 中　野
み う

（平成１６年５月１日～５月３１日まで届出分　敬称略）

8月 ●August
町民グラウンド
愛恵会大野診療所

天栄村ブリティッシュヒルズ
保健センター
老人福祉センター
南町大通り
町民グラウンド
中島病院

保健センター
保健センター
保健センター

ひらた中央病院

理事長杯ソフトCリーグ大会（７：００）
在宅当番医

英国文化体験教室（８/６まで）
１歳６ヶ月児健診（１３：３０～）
心配ごと相談（１０：００～）　
石川キララ夏祭り２１
東日本１部・２部野球大会（７：００～）
在宅当番医

ひまわり教室（９：３０～）
２歳児健診（９：３０～）
３～４ヶ月児健診（１３：３０～）

終戦記念日
在宅当番医

�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�

1

2
3
4
5
6
7
8

9
10
11

12
13
14
15

住 所　 氏　 名　

角　田　信　衛　　　　　 谷　沢 
三　森　　●　 　　　　　中　田 
野　内　フ　サ　　　　　 沢　井 
矢　内　和　男　　　　　 南山形
緑　川　●　志 　　　　　山　形 
太　樂　金　治 　　　　　板　橋 
二　瓶　みち子　　　　　 古　舘
近　内　信　夫 　　　　　双　里 
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　 新　 郎　 新　 婦 （ 出 身 地 ）　

相楽　智典 （双　里  ）・永山　厚子（栃木県）
清野　源和 （湯郷渡  ）・小林　正江 （沢　井 ）
添田　　智 （北山形  ）・佐野絵里佳（浅川町 ）
芳賀　　誠 （北　山）・永沼　裕子 （湯郷渡）
益子　秀則 （山　形）・佐藤富美子 （中島村）

カップル誕生



町民憲章 町の人口 

ふるさとの花だより 

小さな美術館 ●第208回  
　谷沢保育所  

施設の紹介  
　5歳児（11名） 4歳児（3名）3歳児（7名）計21名の子どもたちがドッチボールやサッカー、なわ
とび、うずまきじゃんけん、花いちもんめなどを楽しみながら元気いっぱい遊んでいます。 
　ちょっぴり庭はせまいのですが、近くには田んぼがあり、毎日おたまじゃくしを見たり、カエルにな
るまでの観察を楽しみながら、のびのびと生活しています。 

編集後記 
　運動会の取材に行って来ました。
私は子どもの頃（本当は今も…）
走るのは苦手、リズム感も悪い、
運動会の楽しみは唯一家族で食
べるお昼のお弁当だけでした。 
　今、改めて運動会を見ると子供
たちは一生懸命で保護者の皆さ
んもハラハラわくわく子供たちを
見守り、順位なんて関係なく、と
ても楽しい雰囲気でした。私の血
をひく子供たちもきっと…精一杯
がんばれ！温かく見守ってあげよう。 

（吉田知克） 
　花弁がよじれて巴状となる。山地や丘陵に

生える多年草。全草無毛。茎は4稜形で高さ1ｍ。

葉は対生し、披針形で長さ4～10cm、基部は

やや茎を抱く。葉には明点があり、黒点はない。 

（写真提供／関根政信さん） 

　第二保育所に通う小湊健斗さん（中央）と祖父
の忠左衛門さん（右）、祖母の明子さん（左）です。 

子どもの日を祝ってカブトを作りました。またカラーのビニールで、
こいのぼりも作り庭にかざりました。 

表紙の 登場人物 

1.自然と文化を愛し 
　　　　　　　豊かな町をつくりましょう 
1.親切と勤労をむねとし 
　　　　　　　住みよい町をつくりましょう 
1.歴史と未来をみつめ 
　　　　　　　誇りある町をつくりましょう 

編集と発行　福島県石川郡石川町役場総務課　TEL.（0247）26-2112　FAX.26-0360 
URL http://www.town.ishikawa.fukushima.jp/  E-mail Koho_K@town.ishikawa.fukushima.jp

19,120人（＋  9） 

（  ）内前月比 

●6月1日現在住民基本台帳● 

男 
女 

世帯数 

9,348人（＋  4） 
9,772人（＋  5） 
5,582戸（＋  7） 

トモエソウ（オトギリソウ科） 
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